
各地域で乳児保育を始められる幼稚園や認定こども園の先生方が、
増えています。
当社にも園単位の研修から自治体、各地域の幼稚園協会などからの
研修依頼が急に増えてまいりました。
小規模保育所として始められる園、認定こども園として保育園を建
設して乳児保育を始められる園など形は様々ですが、一様に十分な
準備がなされていない現状の中で、実際の保育が4月からスタート
してしまう現状に、私共は非常に危険を感じ、また十分過ぎるほど
の準備が必要であるということを感じています。なぜなら乳児保育
における事故などは命に直結してしまうからです。

等々、幼稚園の世界とは全く別の対応を迫られることになります。
株式会社こども保育環境研究所では、長年に渡り乳児保育を中心に
講演活動やコンサルティング、園に必要とされるツール作りを行っ
てまいりました。
今回の研修では年間200日、全国の園で乳児保育における危機管理
から組織マネジメントまで幅広く講演を行う斎木里奈が講師を務め
させていただきます。
園の経営者や園長先生方にご参加いただくための研修会です。
是非、乳児保育運営の基本と危機管理について、今一度考える機会
をお持ちください。

株式会社こども保育環境研究所 代表取締役社長 畠山和人

保育現場で必要と
される人材を育成する
スペシャリスト！

乳児保育を始められる幼稚園・認定こども園&
危機管理を考える保育園の先生方のための

乳児保育運営の
基本と危機管理研修会

◆保育士の力量把握は大丈夫ですか？
◆事前研修を実施して危機管理は十分ですか？
◆離乳食、感染症、噛みつき、発達障害などへの対応は？
◆保育方法の統一、ルールの徹底はできていますか？
◆危機管理対応のマニュアルは揃っていますか？
◆保護者対応に対する準備は万全ですか？

【東京会場】
豊島区東池袋あうるすぽっと

豊島区東池袋4-5-2 ライズアリーナビル3F
東京メトロ有楽町線「東池袋」駅直結

３/１（火）13:30～16:50

【大阪会場】

CIVI研修センター新大阪東
大阪市東淀川区東中島1-19-4 新大阪NLCビル6F

JR「新大阪」駅、地下鉄御堂筋線「新大阪」駅から徒歩5分

３/２（水）13:30～16:50

【講師】

斎木里奈
企画事業本部 次長

〒350-1320 埼玉県狭山市広瀬東1-16-34
ＴＥＬ：04-2969-1550 ＦＡＸ：04-2969-1551
研修事務局：床井（とこい）

開催会場

東京 3/1（火）
大阪 3/2（水）

各50名限定



お申込書 ＦＡＸ：０４－２９６９－１５５１へ送信ください。

法人名ふりがな 園名ふりがな 園長名ふりがな

住所〒 TEL

FAX

ご希望会場に☑してください。 □ 東京会場 ３／１（火） □ 大阪会場 ３／２（水）

参加者氏名ふりがな 役職 参加者氏名ふりがな 役職

乳児保育運営の基本と危機管理研修会 講師：斎木里奈

第
１
部

1. 乳児保育を必要とする保護者の利用目的と園への期待
幼稚園保護者は、子の豊かな経験を期待している！保育を必要とする保護者は自身への支援を求め、子育ての協力を期待している！

2. 乳児保育、１・２歳児保育の実際
乳児保育、１・２歳児保育は、幼児保育の縮小版ではない！集団行動や一斉保育の考え方を改め始める正しい乳児保育。

3. 乳児保育を円滑に取り運ぶための「正しい人材の見方」
乳児保育は保育資格だけでは通用しない！保育経験年数では見抜けない保育経験値、乳児保育適任者の正しい見方。育て方。

4. 全職員で乳児保育の理解を深める、最大のメリットとは
乳児保育の特性や重要性を正しく理解できると、一人担任職員の不満がなくなる！全職員で理解を深めると園児が健やかに育つ！

第
２
部

1. 乳幼児突然死症候群：ＳＩＤＳ
平成26年、保育施設での死亡した園児の85%は睡眠中だった事実。乳児の「生命の保持」を正しく捉えた乳児保育の考え方。

2. 食物アレルギー対応
実は毎日起きている食事提供ミス、アレルゲン除去だけでは防げない保育実践の検証と誤食防止のための食事援助対応。

3. 感染症や疾病、傷害・噛みつき対応
衛生面を考慮した保育動線の考え方、心身の健康を保持する保育室環境、感染症や疾病予防と体調不良や傷害・噛みつき対応と保護者対応。

4. 保育実践の重要な配慮事項
保育実践の集団生活の考え方、1日の生活連続性、発達を踏まえた工夫。発達が気になる子どもの捉え方と保育配慮、援助方法。

5. 乳児保育、１・２歳児保育 デイリープログラム
乳児、１・２歳児の主活動の考え方。快適な生活、健康・安全の保障、生理的欲求が満たされ心身の成長が育まれるデイリープログラム提案。

6. 保育室環境設定と危機管理・衛生管理
子どもの発達と心理を踏まえた食事・排泄・睡眠別コーナー保育。保育方法の動線のパターン化で安全保育を徹底する方法。

7. 子どもの成長を捉える「視点」と「保育内容」
愛着の形成、基本的生活習慣を応答的に繰り返し関わる乳児保育の本質。感覚の目覚め、経験の言語化でコミュニケーション力を育む。

日程
３／１（火） 東京会場「豊島区東池袋あうるすぽっと」
３／２（水） 大阪会場「CIVI研修センター新大阪東」

両日ともに13：30～16：50

募集人数 各会場ともに50名 ※定員になり次第〆切らせていただきます。

参加費 お１人様 10,800円（税込）
※２名様以降１名様につき5,400円（税込）となります。

【ｷｬﾝｾﾙﾁｬｰｼﾞについて】
請求書・参加証発行後1,000 円、開催日3 日前までは代金の40％、開催日2 日前
までは代金の60％、開催日前日は代金の80％、当日は代金の100％徴収します。


